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THE ROTARY CLUB OF PORT NAGOYA 

Weekly Report    

名 古 屋 み な と 

承 認 1966 年 5 月 12 日 例会日 金曜日 12：30 

例会場 名古屋マリオットアソシアホテル 

事務局 TEL 052-586-2955 FAX 052-586-2956 

 E-Mail office@portnagoya-rc.com  

 URL http//www.portnagoya-rc.com 

会 長 芹 澤 謙 一  幹 事 長 瀬 廣 幸 

広報･雑誌・会報委員長 加 藤 茂 春 

 

ROTARY CONNECTS THE WORLD   ロータリーは世界をつなぐ   R.I．会長 マーク・ダニエル・マローニー 
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第2566 回例会 №16 

2019 年(令和元年)11 月 29 日(金) 晴 

「奉仕の理想」 

          

 

出席報告 

会員 68 名中 出席 42 名 出席率 61.76％  

〇スピーカー 第 2760 地区ロータリー財団委員会 

             副委員長 中村 公彦君 

〇ゲスト 西名古屋分区ガバナー補佐 伊藤  豪君 

      IM 実行委員長      松波 恒彦君     

ＩＭ実行副委員長    鶴田  浩君      

芹澤 謙一君ゲスト    中谷 将之様          

米山奨学生 ファン ミン ハァンさん 

〇ビジター名古屋栄ＲＣ       小野  清一君                                   

名古屋錦ＲＣ     石井 弘子さん 

(ファンさんホストクラブ)                                    

 

 

会長挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

微細なマイクロプラスチックとなって海域を漂流しま

す。 

このプラごみは分解しませんので非常に厄介でして、海

の生態系をはじめとする海洋環境への悪影響が懸念さ

れています。 

先日、テレビでジュゴンのマリアムという名前の赤ち

ゃんが、プラスチックゴミが原因で死んでしまったとい

う報道を視ました。 

2016 年の世界経済フォーラム(ダボス会議)で、このま

まの状態が続けば 2050 年には海洋中のプラスチック

ゴミは海にいる魚の量を超えるとの予測を発表しまし

た。2010 年の推計値では世界の海洋流出プラスチック

ゴミの発生量の約８０％がアジアからという衝撃的な 

 

調査結果が出ています。 

１位は中国で年間１４０万トン～３５０万トン、

日本は３０位で２～６万トンも流出されているそ

うです。 

最近テレビや雑誌で日本ではスーパーのレジ袋

や外食チェーンで使用しているストローなどがプ

ラスチックから紙に変わるといったことが盛んに

報道されていますがやっと環境への意識が高まっ

てきたのかなと感じます。 

我々一人一人が日頃の生活の中で極力プラスチッ

クゴミが出ない工夫も大事ではないでしょうか？ 

物を作るときの素材の環境負荷というと、とか

く製造段階ばかりに目が行きがちですが、その素

材が製品となってその後消費された後の流れに注

目されることは少ないのです。 

私が生業としている金属類は総じてリサイクル

が容易なんですが、中でもメインに扱っている鉄

は無限のリサイクルが可能なんです。 

業界ではこれを「クローズドループリサイクル」

と呼んでおり、リサイクルのプロセスを含めた「ラ

イフサイクル・アセスメント」ＬＣＡ評価を提唱

しています。このようなリサイクルを加味した評

価の手法を取っているのは今のところ鉄だけで無

限リサイクルが可能な素材は意外に少ないので

す。 

皆さんの生活の周りを見ても鉄を使用した製品

は数多くありこれからも無くなることはないでし

ょう。そういう意味でも新しいＬＣＡ手法という

のは鉄の評価を大きく変える可能性があるかも知

れません。 

私の事業所ではそんな環境にやさしい皆さんの

生活に役立っている素材を扱っているわけですが

なぜかお金が貯まらないんです。 

よく考えたら鉄という字は金を失うと書くんで

すね。 

まさに人々のため、ロータリー精神そのものの生

業ということなんです。 

 

 

 

 

プラスチックゴミ問題 

ロータリーの友９月号でも特

集で掲載されてましたが、最近

注目されている、海洋プラスチ

ック問題ですが、河川などから

海に流れ出たプラスチックごみ

は時を経てやがて５ｍｍ以下の 

mailto:office@portnagoya-rc.com
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披露 

➀2018~2019 年度ロータリー財団寄附認証バナー 

②米山記念奨学会 5 千万円達成クラブ感謝状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝達 

ポール・ハリス・フェロー認証状、バッジ 

                      加藤 昌哉君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニコ BOX 

(IM の PR に参りました) 

西名古屋分区ガバナー補佐 伊藤  豪君 

IM 実行委員長       松波 恒彦君 

IM 実行副委員長      鶴田  浩君 

(本日、卓話でお邪魔しました) 

地区ロータリー財団副委員長 中村 公彦君 

(めっきり寒くなってきました。インフルエンザが流

行っていますのでお気を付けください。中谷君ようこ

そお越し下さいました）         芹澤会長 

(本日は伊藤ガバナー補佐、松波 IM 実行委員長、鶴田

IM 実行副委員長ようこそお越し下さいました。中村

地区財団副委員長、卓話を楽しみにしております)  

長瀬幹事 

(先日の釣会懇親会楽しくやれました。また皆さんや

りましょう)                早瀬君 

(例会ご無沙汰しました)             山川君 

(明日、掖済会病院河野先生主催の健康セミナーの司

会をさせていただきます。中川区役所講堂ですのでぜ

ひお越しください)         橋本(美)さん 

                        

    本日合計     18,000 円 

     累  計  1,350,100 円 

 

 

 

 

 

 

② 報告事項 

１．ホームページの件 

    現在製作委員会にて最終作業中で、11 月 

１日の港友例会において発表 

２．会員増強について 

会員増強を他人事ではなく、新入会員を中心

にチームを作って、組織的に増強活動をして

いくことを確認 

３．My Rotary 及び 2760 地区アプリについて 

    ガバナーから、My Rotary 及び 2760 地区

アプリを情報共有に活用してもらいたいと

いう要請があったので、その場で出席理事 

役員がアプリを登録。順次各会員に要請し 

ていく 

幹事報告               長瀬 廣幸君 

1．去る 11 月 12 日に、芹澤会長・高田エレク

ト・村田副幹事と私の４人で、友好クラブである

金沢みなとロータリークラブへ訪問いたしまし

た。 

堀会長・中川幹事をはじめ、メンバーの皆様か

ら大変温かい歓迎を受けました。来年１月で有効

クラブ調印１０周年になりますので、引き続き友

好関係を発展していければと感じた訪問になり

ました。 

 

 

IM（インターシティミーティング）PR 

西名古屋分区ガバナー補佐  伊藤  豪君 

  IM 実行委員長       松波 恒彦君 

  IM 実行副委員長     鶴田  浩君 

 と き 2020 年 2 月 27 日（木） 

       本会議 16：00～18：15 

     特別講演 

「これからの日本に必要なこと」 

       百田 直樹氏 

     懇親会 18：30～20：00 

 ところ ヒルトン名古屋 

 

＊2 月 26 日の例会変更です。 

＊12 月 6 日（金）までに事務局宛ご都合をお知

らせ下さい。 
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月 日 今後の例会予定 

12 

13 港友例会 

20 
忘年家族会 例会変更 

 18：00 16 階「アゼリア」 

27 休 会 

1 
3 休 会 

10 港友例会 

17 休 会 

 

 

「ゆとろぎ」という言葉は 

「ゆとり」プラス「くつろぎ」

マイナス「りくつ」。文化人類

学の片倉もとこ先生がアラビ

ア語「ラーハ」(幸せ)を日本語

にと考案された造語です。休

息だけでなく祈る、学ぶ、 

卓話  「ロータリー財団の多様性について」 

第 2760 地区ロータリー財団委員会 

           副委員長 中村 公彦君 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間のパイロット期間を得て現在に至っておりま

す。3 年間は前例がない？仕組みで解釈に苦労をし

ましたが、おおくの時間を費やすことで使いやす

い、実情に合ったプログラムになってきています。 

貴クラブにおかれましても補助金を使ったプロ

グラムを積極的に行っていらっしゃっていますの

で、その原資はまさに皆様方の寄付で賄われいるこ

とをご理解いただき地域や国内、海外での支援の輪

を広げチャレンジしていかれることを切に願って

おります。 

ロータリーの第一優先項目はポリオ根絶です。そ

の話をまずはさせていただきます。 

ＤＧ（地区補助金）は通常半分ずつクラブと補助

金での負担でしたが次年度は今年度に引き続き、ク

ラブ負担金額の少ない効果のある事業が可能と予

想しております。 

詳細は来年2 月の補助金管理セミナーでアナウンス

できると思います。 

またＧＧ（グローバル補助金）はＤＤＦ（地区活

動資金）からなり地区ロータリー財団委員長とガバ

ナーの承認事項がありますので事前に地区委員会

ご相談ください。 

またプロジェクトの外郭が決まり次第、ガバナー事

務所財団へ一報ください。 

貴クラブの財団プログラムを活用した素晴らし

い事業が未来永劫続きますことをご祈念申し上げ

ます。 

 

 

 

指名委員会議事録 

と き 11 月 29 日(金)13：30～14：30 

ところ 17 階「楠」 

議 題 2020～2021 年度会長エレクト及び 

    2020～2021 年度役員・理事の候補者を 

選出しました。 

 

皆様こんにちは。本日は

ロータリー財団の多様性

について卓話の時間を頂

きました。 

未来の夢計画で新しい

プログラムを導入し全世

界の 100 地区に選ばれ 3  

未来の夢計画で新しい

プログラムを導入し全世

界の 100 地区に選ばれ 3

Dグループ家庭集会報告 

と き 11 月 29 日(金)18：30～20：30 

ところ 名古屋観光ホテル「北京」 

リーダー 室原 サブリーダー長瀬(報告) 

出席者 酒井 福島 遠藤(孝)  野村  鈴木 

        水谷  寺本  山田(豊)  橋本(修) 

        棚橋  沼野  寺西  神谷 計１５名 

Ｄグループの家庭集会は、室原リーダーの下、

幅広い世代の１５名という大人数の参加を得

て、先輩方の醸し出す温かい雰囲気の中、遠藤

さんの「朝から家庭集会が待ち遠しかった」と

いう朗らかな乾杯のご発声に始まり、和気藹々

と懇談が始まりました。 

  普段なかなかご一緒できない組み合わせでの

この家庭集会は、歴史と伝統を大切にしつつ、

クラブ固有の和やかな雰囲気の中、室原リーダ

ーの絶妙なリードにより、参加者全員での自己

紹介、クラブの過去のエピソードやそれぞれの

みなとクラブに対する熱い想い、みなとは 

「ONE TEAM」であることを確認し、話題は尽

きることなく贅沢で楽しい時間となりました。 

  年に１回の参加機会ではありますが、あらた

めて家庭集会の持つ意義深さと、みなとロータ

リーがなぜ居心地がいいのかを再認識できたひ

とときでした。 

 


